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1 目的 

巨大地震・台風による豪雨等を起因とした広域土

砂災害は全容把握に時間がかかる一方，緊急性が要

求される。そのような広域土砂災害の調査速度を向

上させるため，陸域観測衛星を適用した災害事例を

紹介し，利用効果とその結果浮かび上がった課題に

ついて整理する。 

 

2 背景 

国土技術政策総合研究所は平成 19 年より宇宙航

空研究開発機構（JAXA）と災害時の衛星利用に関す

る共同研究を実施しており，技術開発や災害対応へ

の実利用についての検討を続けてきた。本来この技

術協定は JAXA の所有する陸域観測衛星 ALOS（だ

いち）の有効利用が主たる目的であったが，平成 23

年5月にALOSの運用を終了したため，現在はJAXA

を経由した「センチネルアジア」「国際災害チャータ」

という２つの国際協働スキームによる他国の衛星か

らの画像提供と，民間商用衛星を利用した土砂災害

監視を続けている。 

 

3 利用事例 

3.1 東日本大震災 

東北地方太平洋沖地震がもたらした東日本大震災

では東北地方から関東北部にかけて強震域となった

ため，非常に広い範囲にわたり土砂災害の発生が危

惧された。航空機の調査も繰り返し実施されたが，

対象となる地域が東北地方から関東地方にかけて非

常に広範囲にわたったため全域を隙間なく確認する

ことは出来ず，ALOS 等により取得された衛星画像

を利用して震度 5 強以上の地域を中心に約 4 万 km2

を対象に崩壊地判読を実施した。その結果，大規模

な崩壊や河道閉塞が無いことを確認するとともに，

約 200 箇所の崩壊した可能性のある箇所を抽出した

（図 1）。 

 
図 1 衛星による崩壊判読結果 

 

3.2 平成 23 年新潟・福島豪雨 

平成 23 年 7 月末～8 月頭の新潟・福島豪雨では新

潟・福島の両県にまたがり多数の斜面崩壊が発生し

た。この災害ではセンチネルアジアの枠組みを利用

して台湾の光学衛星 FORMOSAT-2 の衛星画像を 5

回にわたり JAXA 経由で提供を受け，斜面崩壊集中

箇所の早期把握に利用された。 

 

3.3 平成 23 年台風 12 号災害 

台風 12 号災害は，きわめて移動速度が遅いことか

ら長時間の連続降雨をもたらし，奈良・和歌山・三

重の三県を中心に深層崩壊に伴う河道閉塞や土石

流・斜面崩壊を多数引き起こした。このケースでは

夜間・悪天候時でも観測可能な高分解能 SAR 衛星

TerraSAR-X の画像を利用し，雲に覆われていた複

数の河道閉塞箇所を判読によって発見した（図 2）。

これによりその後の緊急調査をより早く開始するこ

とが可能となった。 
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